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〈特集：日仏演劇協会創立 60周年〉 

 

日仏演劇協会創立 60 周年 第 3 期（2000～）回想 

 

堀切 克洋 

 

 

前口上（一）──コルテス連続上演のこと 

 まずは、2004 年頃から 2007 年頃までの個人的な話から。わたしは学部時代に演劇の勉強をしていた

わけではなく、そもそも文学部や演劇学科のある大学に通っていただけでもない。だというのに趣味で演

劇やダンスを見始めて（最初に芝居らしい芝居を観に行ったのは 2004 年 1 月末のことで、まったくの偶

然だが、蜷川幸雄演出の『タイタス・アンドロニカス』をさいたま芸術劇場で見た翌日、世田谷パブリッ

クシアターに見に行ったのが、フレデリック・フィスバック演出の『屏風』だった）、大学院では舞台芸

術の理論について勉強をしてみたい──そんなことをいつしか思い始めたのは、藤井慎太郎さんや佐藤康

さんのホームページを見ていたことがそれなりに大きいように記憶している。 

だが、それ以上に決定的だったのは、2006 年に黒テントのベルナール＝マリ・コルテス作『西埠頭』

『森の直前の夜』を神楽坂のシアターイワトで見たことだった。正確にいえば、見た「あと」のことだっ

た。 

アフタートークに登壇したのは、くたびれたジャケットを羽織った白髪の初老の男性だった。どうやら、

コルテス作品の翻訳をつとめた方であるらしい。たしか〈世界史〉をキーワードに弁舌を振るっていたよ

うに記憶するが、無学なわたしには正直何を言っているのかさっぱりわからなかった。だから、わたしは

その言葉の端々をメモしていたのである。その姿は、滑稽に映っていたのだろう。おい青年、ノートなん

かとっても意味ないよ、とはにかみながら、最前列に座っていたわたしに、諭すように言葉を挟むと、い

いかい、と自分自身に言い聞かせるようにして、ふたたび滔滔と〈世界史〉について語りはじめたのだっ

た。あのときのメモは、どこかに残っているだろうか。 

 まだスマートフォンもない時分。倫理学を専攻する大学４年生だったわたしが、その男性の名前を手が

かりに辿りついたのが、公開連続セミナー「演劇と躰：身体表象文化学プロジェクト（2005-2007）」で

ある。2006 年度は秋学期のみの月一回のセミナーで、講師は、尼ケ崎彬、岡本章、鈴木忠志、野田秀樹、

藤井慎太郎、ブリュノ・メサという布陣（しかも無料という恐ろしい企画であった）。全回に出席したわ

けではないが、やはり野田さんの回だけは開演前から超満席で、佐伯さんがカバンや服で「席取り」をし

ている人たちを嗜めていたことを覚えている。 

 こんな具合に、演劇研究をこれからはじめようと思っていたわたしにとって、「佐伯隆幸」という名前

は相当なインパクトだったわけだ。今思えばおそらく、当時はまさに日仏演劇協会会報の復刊が、佐伯事

務局長のもとで進められていたころであったのだろう。復刊 1 号が出た 2008 年は、私が大学院に進学し

た翌年のことだった。 
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前口上（二）──早稲田グローバル COE のこと 

 そんなわけで、わたしが日仏演劇協会に関わりをもつようになったのは、大学院でフランス演劇の研究

をはじめた 2007 年の夏のことである。この年は、これまた偶然なことに、早稲田大学が「グローバル

COE」という文部科学省の研究助成によって「演劇・映像の国際的教育研究拠点」をスタートさせた年

でもあった。 

藤井慎太郎さんがリーダーを務める「フランス語圏舞台芸術」セクションでは、初年度からクリスチャ

ン・ビエとクリストフ・トリオーの『演劇とはなにか』翻訳プロジェクトを軸とした読書会や研究会が進

められていて、何かの勢いで、月例の自主ゼミの末席にわたしも加えさせてもらうことになった。そのと

きの同期が、北原まり子さんであり、田ノ口誠悟くんであり、西樹里さんである。当時は、会報を復刊し

て再始動した日仏演劇協会のメンバーが『演劇とはなにか』翻訳の主要メンバーになっていたので、それ

が縁で協会の平均年齢を押し下げることになったのである。 

 ちなみに GCOE には、オディール・デュスッドさんがリーダーを務める 17 世紀フランス演劇研究会

もあったが、同じ「フランス演劇」といっても「遠い国の話」のようだった。にもかかわらず、エイコス

の活動に目がいくようになったのは、日仏演劇協会のおかげである。コルネイユで博士論文を書かれたば

かりの千川哲生さんと実行委員でご一緒させていただいたこともあって、会報や総会イベントを通じて、

エイコス関係者のお仕事を拝見させていただくことも増えていった。2011 年には、グローバル COE の

総決算として出版された『フランス 17 世紀演劇事典』に関するシンポジウムを協会主催で開催すること

ができたのは光栄である。また、2018 年には劇作家フロリアン・ゼレールの「喜劇」をめぐる鵜山仁さ

んの講演会の聞き役を、秋山伸子先生にお引き受けいただいたことも嬉しい出来事であった。 

 

前口上（三）──SPAC のこと 

 堀切、お前さ、そんなに長い口上するんじゃないよ、と佐伯さんに苦笑いされながらお叱りを受けそう

だが、もうひとつ前口上を挟まないと、パズルのピースが完成しないから、もう少しだけお付き合い願い

たい。2007 年は、これまた偶然のこととして、フランスで博士論文を書き上げたばかりの横山義志さん

が SPAC 文芸部に職を得て、静岡に移住した年でもあったのである。藤井さん同様に、横山さんはわた

しの大学院の指導教官の「兄弟子」にあたるので、2007 年にはじめて「Shizuoka 春の芸術祭」にお邪魔

させていただいたとき、パトリック・ドゥヴォス先生に紹介いただいたのだと思う。 

この年は、前年に芸術総監督に就任した「ク・ナウカ」の宮城聰さんのもとで SPAC が第二章を踏み

出した年で、その後、SPAC はクロード・レジの招聘や、アヴィニヨン法王庁での『アンティゴネ』の歴

史的上演に向かって、フランスとの交流を深めていくことになる。横山さんはそのキーマンなのであった。 

 2008 年には、オリヴィエ・ピィが来日して『イリュージョン・コミック―舞台は夢』と『若き俳優へ

の手紙』の２作品が上演。これと連動して、日仏演劇協会は、SPAC と共催で「学習院大学でピィについ

て話す会」を開催した。その後もワジディ・ムアワッド、ジョエル・ポムラ、ダニエル・ジャンヌトー、

ジゼル・ヴィエンヌといった、『演劇学の教科書』（『演劇とは何か』は、このようなタイトルで 2009 年 3

月に国書刊行会から難産の末に刊行された）にも登場する気鋭の演劇作家たちが、富士山のふもとを通過

していき、フランス舞台芸術の現在を知るうえでは欠かせないパワースポットとなっていった。 
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ここで個人的なエピソードを挟むと、わたしがフランス留学中の 2014 年のアヴィニヨン演劇祭で、

SPAC の『マハーバーラタ』をブルボンの石切場に見に行ったところ、読売巨人軍の帽子をかぶった少年

が親とはぐれて迷子になっていた。いっしょにご両親を探すとすぐにお母さんが見つかったのだが、なん

とそれが舞台空間の担当をされていた木津潤平さんのお子さんだったのである。そんな縁もあって、

2017 年に「アヴィニヨン演劇祭『マハーバーラタ』『アンティゴネ』の舞台空間を振り返って」という木

津さんの講演会を開催することができたのは、とても思い出深い。 

 

ドイツ VS フランス？ 

 演劇研究を「大学」に閉じ込めるのではなく、上演の現場と積極的につながっていくことは、個人だけ

の力では案外、難しい。もちろん、評論を書く、翻訳をする、ドラマトゥルクとして参加するなどの仕事

は個人が担うものだけれど、研究と上演、いずれの現場においてもあまりに量が厖大で、到底ひとりが担

いきれるものではない。だからこそ「同時代」を語り合い、ときに反発しあって、共有していく場が必要

なのだろう。再始動した日仏演劇協会は、そのような場を目指していた。そして、その最大の成果が、

《コレクション現代フランス語圏演劇》（れんが書房新社、2010 年～2013 年）であったことは間違いな

い。 

 《コレクション》は、1960 年代に刊行された《今日のフランス演劇》（白水社、1966 年～1967 年）の

現代版である一方で、《ドイツ現代戯曲選 30》（論創社、2005～2008 年）に対抗するフランス版を制作し

ようという意図もあったものと記憶している。わたしが初めて参加した総会シンポジウムのテーマは、シ

ンポジウム「ドイツ語圏／フランス語圏の今日の演劇」であったが（パネリスト＝谷川道子、新野守広、

平田栄一朗、佐伯隆幸 モデレーター＝佐藤康、早稲田大学、2007 年 6 月 16 日）、2006 年は、「日本に

おけるドイツ年」であったことから、ドイツ演劇研究者たちが結集してドイツ演劇の〈今〉を伝えるため

のイベントが続いていたのだ。すでにレーマンの『ポストドラマ演劇』は 2002 年に邦訳が刊行されてい

たが、このハードを補うソフトが次々と日本の観客や読者を席巻していたといっても過言ではない。『現

代ドイツのパフォーミングアーツ──舞台芸術のキーパースン 20 人の証言』（三元社、2006 年）はその

ガイドブックのような本だった。一例を挙げれば、サシャ・ヴァルツ＆ゲスツの『Koerper ケルパー（身

体）』をわたしが観劇したのは、先のシンポジウムの直後のことであり（彩の国さいたま芸術劇場、2007

年 7 月 28 日-29 日）、かのリミニ・プロトコルが『カール・マルクス：資本論』で衝撃を与えたのは、

2009 年の F/T（フェスティバル／トーキョー）ことだ。 

 リミニにせよ、オスターマイヤーにせよ、あるいはシーシーポップにせよ、ブレヒトの系譜にある上演

美学が底にあることは一目瞭然である。そうであるなら、「現代フランス」の特色とはどこにあるのか？ 

《コレクション》の編集委員たちの答えのひとつが、「フランス」ではなく「フランス語圏」と領域を拡

大することであった。具体的には、エメ・セゼール（マルティニーク出身）やマリー・ンディアイ（セネ

ガル系フランス人）などがその領域を広げたことになるわけだけども、すでに 1998 年のワールドカップ

でジネディーヌ・ジダン（アルジェリアの国籍も保持）やティエリ・アンリ（マルティニークの国籍も保

持）が活躍したことを思い出せば、そのような布陣は必定ともいうべきものだった。2016 年の総会講演

会では、立花英裕先生に「エメ・セゼールの演劇言語」というお話を伺えたことも、今となっては貴重な

機会となった（立花先生は 2021 年 8 月にご逝去）。 
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ダンスと演劇 

 もうひとつ指摘しておかなければならないのは、1980 年代のヌーヴェル・ダンスを受けて、この時期

にはコンテンポラリー・ダンスの若手研究者が増えていたことである。わたしの大学院の同期には中山大

輔さんがいて、彼の修士論文は現代フランスのダンス政策を扱ったものだったし、北原まり子さんはバレ

エ・リュスを、越智雄磨さんはグザヴィエ・ルロワやジェローム・ベルといった「ノンダンス」を専門と

して研究を開始していた。大学院の一学年下には大野一雄を研究している宮川麻理子さんがいたが、彼女

ものちにパリ第 8 大学へと留学している。個人的には、彼らと「ダンス★ゼミ」という自主ゼミを定期

的に開催していたこともあり、「演劇／ダンス」の障壁はそれほど感じずに舞台と付き合ってきた。2017

年には「ピナ・バウシュとフランス」というテーマで安田靜先生、譲原晶子先生に対談いただき、また舞

踏家の古関すまこさんに「フランスにおける Butoh をめぐる第一夜」というお話を伺うことができたの

は、そのような文脈である。前年には、ホリプロのプロデューサーである篠田麻鼓さんに話を伺うかたち

でフィリップ・ドゥクフレに関するささやかなイベントを開催することもできた（古関さん、篠田さんの

お相手は若手ダンス研究者の呉宮百合香さん、越智雄磨さんにそれぞれ務めていただいた）。 

 

ゆるやかに開くということ 

 このように二十一世紀に入ってからの「フランス」はポストコロニアル的な意味で領域を拡張してきた

し、研究と現場のつながりは着実に「大学」のなかに場所を得てきたし、研究対象はテクスト（戯曲）か

らイメージ（演出）や運動（ダンス）へと裾野を広げてきた。大学間の交流が盛んになったのはよいが、

正直にいって、ひとりですべてをカバーするのは困難な状況がますます大きくなってきたともいえる。だ

からといって、「殻」に閉じこもるというのはもったいない。「学会」とは異なる意味で、研究分野間の、

大学間の、地域間の、研究と現場と文化セクターの、「ゆるやかな」つながりを保持することこそ、当協

会の獲得てきた新しいアイデンティティではないだろうか。 

 日仏演劇協会に在籍していた 10 年余りのあいだに、そのことを痛感できたのは、会報で北原まり子さ

んと担当をした「フランス語圏舞台芸術・文献目録」だ。「フランス語圏」の「舞台芸術」に関わる文献

を浅く広く、とにかく網羅的に収集するという試みである。骨の折れる仕事ではあったけれど、根岸徹郎

事務局長（当時）には、「これだけでも会報を買う価値があるよね」と繰り返し励ましていただいた。自

分の専門とするのは、本当に小さな島のようなもので、その周りには、数えきれないほどの島々、という

よりも広大な領野が広がっているということを、文献リストを作成するたびに感じていた。復刊第 3 号

からは、文献リストの末尾に「会員間の知的交流の一助となれば幸いです」と書いてきたが、実感として

多くの人は「小島」に引き篭もっていることが多いので、「ゆるやかなつながりを」と心のなかで思って

きたのである。 

 ひょっとすると、それは協会が設立されたときの理念とは、多少なりとも相違しているかもしれない。

しかし、創設者の渡邊守章先生の業績を振り返れば、もちろんマラルメやクローデルといった中心点はあ

れども、オペラやダンス、場合によっては日本の伝統演劇、そしてフランスの現代思想に至るまで、実に

幅広く、しかし「ゆるやかに」（かつ精力的に）知的生産を続けてこられたのであるから、「多少なりとも」

は、あくまで言葉の文である。渡辺先生の最後の大仕事であった『繻子の靴』全曲上演（2016 年 12 月）
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は、そのような浩瀚な知の集大成でもあり、8 時間という記念碑的な上演に立ち会うことができたことを

嬉しく思う。ちなみに、2010―11 年の文献リスト（復刊第 3 号）では、渡辺先生の責任編集で刊行され

た『マラルメ全集〈１〉詩・イジチュール』のタイトルと出版社を誤ったばかりか、肝心の渡辺先生の名

前を抜かしてしまうという失態を犯し、総会の場で叱責を受けて文字通り恐縮したことがあった。あのと

き、佐伯先生が「守章さんさ、彼もまだ若いんだから、そこまで言うこともないだろうよ」とすかさずか

ばってくださって、胸が熱くなったことは今でも昨日のように思い出すことができる。 

 2017 年の佐伯先生のご逝去、そして 2021 年の渡邊守章先生のご逝去は、日仏演劇協会にとって「ひ

とつの時代」の終わりであったかもしれない。しかし、両氏の謦咳に触れることができた最後の世代とし

て、大学的な知を現場に、上演に、劇場に、そして一般の人々に「ゆるやかに開いていく」ことの大事さ

をひしひしと感じている。 

 

（武蔵野大学文学部日本文学文化学科教授） 

 

  


